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ご入学・ご進級 おめでとうございます 

満開の桜の花が、葉桜へと少しずつ装いを変えようとしています。新しい学校、新しい学年、新しい

クラス、新しい友達。新しい年度への期待で笑顔いっぱいの子供たち。そんな子供たちの笑顔で、平成

２８年度が始まりました。本年度は、７３名の新入学児童を迎え、全校児童５３４名、各学年３学級の

１８学級でのスタートとなります。教職員は７名が転退職し、７名の教職員が新採用・転入いたしまし

た。新しく着任した教職員につきましても、前任者と同様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の教育活動のキーワードは「リスペクト」（大切に思うこと）です。２００８年度より、日本

サッカー協会と Jリーグがリスペクトプロジェクトを推進し、知られている言葉です。これは、仲間、

対戦相手、審判、指導者、用具、施設、保護者、大会関係者、サポーター、競技規則、サッカーという

ゲームの精神に敬意を表し、大切にしていこうということです。学校も同様に、学校に関わる、児童、

教職員、家庭、地域、施設等お互いをリスペクトし大切にすることにより、共に伸びていくと考えます。 

本年度も学校・家庭・地域が共に学び、共に伸びていくことを目指し、職員一同努力してまいります。

保護者・地域の皆様には、これまで同様、椿峰小学校の教育活動にご理解・ご支援くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

所沢市立椿峰小学校 学校だより 

 

つばき 
＜学校教育目標＞ 

心身共に健康な子 

「明るい子」 

「がんばる子」 

「やさしい子」 

平成２８年４月 ８日 

平成２８年度 学校教育目標 

 ＜学校教育目標＞ 

 ○「明るい子」（体）健康でたくましい子ども 

 ○「がんばる子」（知） 進んで学ぶ子ども 

○「やさしい子」（徳） 相手の身になって行動する子ども 

 

＜目指す学校像＞  

誰もが（教職員・児童・家庭・地域）伸びる学校 

キーワード「リスペクト」：お互いを「リスペクト」（「大切に思うこと」）し、共に

伸びる 

 

地域とつながる３つの「あ」の推進 

  あ いさつ       あいさつによってつながる、人と人とのかかわり 

  あ んぜん あんしん  かかわり、つながることによって児童・地域の安全安心に 

 あ りがとう      感謝の心の育成 ボランティア体験 ちょいぼら 


